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まちの話題を紹介します

フォトニュース
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災害時の活躍に期待
　安全性能を追求し、最新機能を装備した消防車両１台が市
に寄贈されました。この消防車両は、緊急車両として使用で
きるようサイレンや赤色灯を備え、災害発生時の現場活動で
活用されます。

ダイハツ工業㈱から消防車両が寄贈
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ラグビーでオーストラリアと交流

　「川西市ラグビースクール」や近隣市のスクールの他、オー
ストラリアから「リンドフィールドジュニアラグビークラブ」
が参加。国崎クリーンセンターのグラウンドで開催された２
年に１度の国際交流試合に、汗を流しました。

23・24日、10月1日に「市ラグビースクールフェスタ」
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郷土館で特別企画展
　懐かしの昭和の風景にふれる「渡部美智子 創作人形展―
懐かしの昭和の風景」を開催。造形美などを楽しむ「水越保
治 能面展 能面の楽しみ―面と向き合い、面と語る」も同時
開催しました（写真は創作人形展）。

創作人形展が10月15日、能面展が10月22日まで
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特殊詐欺の対処法を学ぶ

　市民ら 23 人が参加し、市民啓発グループ「消費者の強～
い味方アカンマン」が、詐欺の手口について寸劇を披露。ま
た、川西警察署警部補の高橋時彦さんが新たな特殊詐欺の手
口などを紹介し、対処法についても説明しました。

市役所で「くらしの講座」を開催
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秋の味覚北摂栗を収穫
　1,000 年以上前から栽培されてきた北摂栗。中でも栗の王
様とよばれる「銀

ぎんよせ

寄」は、栗の最高品種と位置付けられ、非
常に甘く、人気があります。
　10 月６日には、北摂栗生産者連絡協議会が、アステ川西
ぴぃぷぅ広場で「北摂栗即売会」を開催。この日は販売前か
ら約 150 人が行列を作り、特産の秋の味覚を買い求めてい
ました。

９月下旬から 10月上旬にかけて収穫作業
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石舞台で幽玄の美
　豊かな自然に囲まれたけやき坂中央公園の石舞台「おもろ
座」で、恒例となった「川西おもろ能」が開かれました。
　仕舞「生田」、「鞍馬天狗」に始まり、善竹忠重さん他によ
る狂言「清水」、源平合戦にゆかりの平敦盛などが登場する、
金春穂高さん他による能「敦盛」を上演。訪れた市民らは、
かがり火のもと重厚な石舞台で繰り広げられる幽玄な能の世
界を楽しんでいました。

「川西おもろ能」を約 470人が鑑賞
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体育の日に新スポーツ
　「ゆるスポーツ」とは、（一社）世界ゆるスポーツ協会が作っ
た年齢や性別、運動神経に関わらず、誰もが楽しめるスポー
ツのことです。
　同協会のオリジナルスポーツである「ベビーバスケ」「く
つしたまいれ」の２種目と、ノルウェー生まれの「バブルサッ
カー」、子ども向けの「走り方教室」が開催されました。参
加した 52 人は体育館で歓声を上げていました。

市民体育館で「ゆるスポーツ体験教室」
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９

園児と小学生が稲刈り
　川西北幼稚園５歳児 37 人と川西北小学校５年生 69 人が
自ら田植えした稲を刈り取りました。園児らは小学生にしっ
かりと持ってもらった稲をはさみで刈り取ると「いっぱいお
米とれた」「おいしそうでしょ」などと口にしながら、楽し
そうな表情を見せていました。
　収穫した米は、同校の自然学校でカレーライスの食材にな
る予定です。

能勢電鉄「滝山」駅近くの水田で実施
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スポーツの発展に貢献

　「体育の日」記念式典が市役所で開催され、約 160 人が出
席。同協会の加盟団体の５人に、表彰状が贈られました。ま
た、日本ペップトーク普及協会の平井純子さんによる講演も
催されました。

体育協会功労者の５人を表彰
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子どもたちのために寄付
　（一社）近畿まちづくり協会が、子どもの健全な育成のた
めに役立ててほしいと「川西市ふるさとづくり寄附金」とし
て、10 万円を寄付。それに伴い、市長から感謝状が贈られ
ました。

ふるさとづくり寄附金への協力に感謝状

10
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